
平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日
受
領

答

弁

第

二

九

五

号

内
閣
衆
質
一
九
三
第
二
九
五
号

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
立
憲
主
義
的
統
制
に
反
す
る
法
務
大
臣
の
答
弁
姿
勢
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
立
憲
主
義
的
統
制
に
反
す
る
法
務
大
臣
の
答
弁
姿
勢
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
六
ま
で
、
八
及
び
九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
与
党
理
事
が
理
事
席
か
ら
駆
け
寄
り
、
法
務
大
臣
に
答
弁
の
た
め
に
助
言
を
与
え
る
行
為
」
、
「
与
党
理
事

が
理
事
席
か
ら
不
規
則
発
言
と
い
う
形
で
法
務
大
臣
に
対
す
る
助
言
を
行
い
」
及
び
「
当
該
大
臣
が
そ
の
答
弁
の
た
め
の
助

言
を
受
け
入
れ
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
金

田
法
務
大
臣
は
、
御
指
摘
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
逢
坂
誠
二
委
員
の
質
問
に
対
し
、
法
務
大
臣
と
し
て
適
切
に

答
弁
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
権
力
分
立
と
い
う
立
憲
主
義
的
統
制
を
踏
み
に
じ
る
」
、
「
議
員
の
質
問
権
を
阻
害
し
、
違

憲
の
疑
い
が
あ
る
」
等
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

七
に
つ
い
て

内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
十
条
の
「
国
務
大
臣
に
事
故
の
あ
る
と
き
」
と
は
、
国
務
大
臣
と
し
て
の
職

務
を
全
般
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
状
態
が
一
時
的
に
生
じ
た
と
き
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、
海
外
出
張

を
し
た
場
合
や
病
気
に
よ
り
一
時
的
に
入
院
し
た
場
合
が
こ
れ
に
該
当
し
得
る
。


